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はじめにはじめにはじめにはじめに����

 ジャズ界の帝王マイルス・デイヴィスをして“クレイジー、アルビーノ！”と驚嘆させ、“次

に生まれ変わる時は彼のような音楽がしたい”とまでいわしめたブラジル音楽界の鬼才エルメ

ート・パスコアル。縁あって私は彼と親交があり（詳しくは２００６年に発売されたエルメー

ト・パスコアルとその妻アリーニ・モレーナのアルバム“��������	� 
	�� ����
��� ”の日本

盤ライナーノーツを参照ください）、２００５年から毎年、年末から正月にかけてエルメート夫

妻に会うためにブラジルを訪ねている。２００５年に渡伯の際は、夫妻の住むクリチーバの町

を中心に何日か滞在し、２００６年末には、夫妻とともにブラジルが誇る世界３大の滝の一つ

であるイグアスの滝を巡る５日間の旅を敢行した。これらの旅は、いちエルメートファンの私

にとっては生涯忘れ得ぬ貴重な体験となった。加えて、そうした旅の中で、まだ世間ではあま

り知れ渡っていない昔の貴重な体験談を数多く氏から直接うかがうことができた。その時  

の話を少しでも多くのエルメートファンやジャズファンの方々に知ってもらいたいとの一念で、

この場を借りて紹介したいと思う。�

�

���� ．アントニオ・カルロス・ジョビンとの出会い．アントニオ・カルロス・ジョビンとの出会い．アントニオ・カルロス・ジョビンとの出会い．アントニオ・カルロス・ジョビンとの出会い����

 知る人ぞ知る存在、鬼才中の鬼才としてジャズ界に留まらず、多くのアーティストからリス

ペクトされるエルメート・パスコアルと、ボサノヴァの創始者の一人としてつとに知られる世

界的な作曲家のアントニオ・カルロス・ジョビンこと、通称トム・ジョビン。ソフトでソフィ

スチケートされたジョビンの音楽に対して、プリミティブであるが、ときに難解で、様々な楽

器から音を出すなど鬼才ぶりがあますところなく発揮されているエルメートの音楽では、白と

黒、水と油とたとえるのは言い過ぎかもしれないが、きわめて対称的である。けれども、両者

ともブラジルを愛し、音楽で祖国ブラジルを表現する世界的な作曲家であることでは共通して

いる。そんな２人の巨人の接点を追うと、有名なところでは、１９７０年に発表されたジョビ



ンの名作 ��
� （潮流）の ��������� という曲にエルメートがフルートで � 曲参加ぐらいで、以

外と少ない。（エルメートのここでのフルートソロは、曲の色彩を完全に変えてしまうほどの鬼

気迫る存在感がある。）�

 二人の本格的な出会いは１９７０年代初頭のアメリカ。エルメートのアメリカ滞在中のある

時、ずっとアメリカで音楽活動をおこなってきていたジョビンが、力なく相談してきたことが

あったと言う。“自� の音楽（ボサノヴァ）に� れている。私はもっと� が �������	��	�	 （１

９６０年代中� に�� ジ� ラル� ・バン� レーのバ	 クで
� するために�
 された�� 的な

カルテ	 ト。メンバーに、エルメート・パスコアル、アイルト・モレイラ、エラル� ・� ・モ

ンチ、テオ・� ・バ� スがいた。１９６� 年のアイルト・モレイラの渡� で��� 解� したと

言われている）でやってきたような音楽がしたいんだ。”ボサノヴァの世界的な� 	 ト、アメリ

カでの
� 。�� なことに、そこには自� が世に出したボサノヴァによって� に�� され、自

� の音楽の� む き! に行き" まるジョビンがいた。そんなジョビンにエルメートは言ったそ

うだ。“ブラジルに# りなさい。そしてもっとブラジル的な音楽をしなさい。”そう言われたジ

ョビンは少し$ 心したような気%ちになったそうだ。たしかにその& 、ジョビンはブラジルの

自' などをモチーフにした、ボサノヴァとは( なる作) を* て+ けに発表しているし、１９７

３年発表のアルバム ������������ の中から名曲 ������
����� 	 （３月の水）が生まれたのも、

エルメートのア� バイスがあったせいなのかもしれない。エルメート・パスコアルとトム・ジ

ョビン。二人の巨, のアメリカ時代の出会いを-. る１/ の01 が2 もエルメート3 には大4

に5 されている。�

�

２．マイルス・デイヴィスとアルバム２．マイルス・デイヴィスとアルバム２．マイルス・デイヴィスとアルバム２．マイルス・デイヴィスとアルバム !����"���!����"���!����"���!����"���� ���

 エルメート・パスコアルを知るきっかけとなった作) として、マイルス・デイヴィスの１９

７０年の名作 !���� "��� を67 る人は少なくない。この作) でエルメートは、!������ ����
�#�

����$�������� の２曲を89 し、: ーボー� 、� ラム、� 、;< などで３曲に参加している。

エルメート89 の２曲に= しては、クレジ	 トには> 初マイルス作とされたいたために、これ



らの２曲についてはなにかと話? になることも多いが、正1 正@エルメート・パスコアルの作

) である。エルメートは、A に渡� していたブラジル時代からのBC アイルト・モレイラの紹

介でマイルスと知りD い、この作) に参加することとなったようだ。�

 エルメートの話によると、E 音にAF けて１Gマイルスが自3 にエルメートをHI してくれ

たそうだ。そこでマイルスはエルメートに何曲か
� するようにJ んだ。エルメートはその場

にあったKL ーで自作曲を１０数曲
� した。マイルスはそれら全てをいたく気にMり、全て

E 音したいとN し出たそうだが、エルメートはマイルスのアルバムだからというOP で２曲の

Qの89 に留まったそうだ。それらがかの有名な !����������
� と ����$�������� であったの

である。エルメートとマイルスの共
 しているRS がもし存在するのであれT 、UV ともWて

Qたいものである。�

�

３．惜しまれつつこの世を去った偉大な先輩ミュージシャン３．惜しまれつつこの世を去った偉大な先輩ミュージシャン３．惜しまれつつこの世を去った偉大な先輩ミュージシャン３．惜しまれつつこの世を去った偉大な先輩ミュージシャン、、、、シブーカシブーカシブーカシブーカ����

 ２００６年１２月。７６X でY しくもこの世をZ ることとなったブラジルが誇るマルチミ[

ージ\ ャン、\ ブーカ。彼は生] 、エルメートのことを^ ブラジルが誇る現代の_ ートー_ ン`

とab していたという。cd アルビーノ（色efgh ）でWたi もj %つと言われる\ ブーカ

とエルメートは共にブラジルklm の出n 。二人にエルメートのo のp ジョq ー・r	 トを加

えたs 人で、過Z に � Gだけラジオで
� するt 会があったらしい。１９５０年代u ろの話で

あろう。\ ブーカはエルメートより６X 年� で、このv にはもう楽器の
� にはwx していて、

y にブラジル一のアコーディオン� 者とも言われていたそうで、
� は\ ブーカ中心のもので

あったようだ。３人がそろってアルビーノであったために、ラジオ曲のz{ が“&� ��'
	�

����'
	� (	�	 （|� にQまわれた世界）”と称したと言われる。Y しいことにたった一Gだけ

のトリオのコラボレー\ ョンで、E 音} は5 っていない。その& 、\ ブーカはリオ~ 渡り、そ

して{� 間のフランス滞在~ とMった。二人がその&• 会し、€ 交を• めたのは１９７０年代

のアメリカにおいてのことであった。そこで共にアイルト・モレイラのE 音に参加し、すT ら

しい
 � を‚ かせてくれた。ƒ 大なA„ ミ[ ージ\ ャンの…はエルメートにとってもすこぶる



\ ョ	 クなことであった。�

 † 談ではあるが、どれだけエルメートと\ ブーカがj 二つだったのかを表す‡ˆ‰ いŠ 話が

ある。１９６１年にリオからサンパ‹ ロにŒ点を• したエルメートが! をŽ いていると、“\ ブ

ーカさん！• 気ですか•2_ ー\ ストがいなくて‘ っているんだけれど’ か知りませんか• ”

と“ をかけられたそうだ。それだけエルメートは\ ブーカに” ていたのだろう。そのときのエ

ルメートは正直に“5 念ながら私は\ ブーカではありません。\ ブーカのC 人です。けれど私

は_ ー\ ストです。なんなら私が代わりに
� しまし• うか• ”といって–� をしたそうだ。

もちろん、エルメートは_ ースを
� したことがなかったが、そのまれなる才—とた˜ まぬ™

力ですぐに_ ースをマスL ーし、その& のš� をいくつか� 中にした話はつとに知られる。�

 驚くなかれ、私がエルメートを訪ねた際、! を一› にŽ いていると時々“\ ブーカさんです

か• ”といまだにたずねられていたことである。エルメートはいつもœ• で“いえいえ、私は

エルメート・パスコアルですよ”とœ• で– すか、“ž 国から\ ブーカが# ってきました”と感

d よく– しているŸ が大変 ¡ 的だった。�

�

４．エルメートが絶賛する謎のアジア系ピアニスト、テディー・リー（！？）４．エルメートが絶賛する謎のアジア系ピアニスト、テディー・リー（！？）４．エルメートが絶賛する謎のアジア系ピアニスト、テディー・リー（！？）４．エルメートが絶賛する謎のアジア系ピアニスト、テディー・リー（！？）����

 あら˜ る楽器を
� する¢£ž 外なミ[ ージ\ ャンとしても知られるエルメート・パスコア

ルであるが、私が¤¥ する¦ 大のOP の一つは、エルメートが音楽に対して少年のu とく§¨

で、一つ一つの楽器の
� に= してもž 才的な音を出し、‚ く者を©ª する力を%っていると

いうことである。« に私はエルメートの¬ アノが大­ きだ。‡ˆ のある人は彼の１９� ９年の

¬ アノソロ作 �	��
�)���'����
���'�	� を®いていただきたい。¬ アニストの °̄± 夫さんが、

²³ ジャンボ・オブリ´ ー� の中で、エルメート・パスコアルは世界で１µ ２をあらそう¬ ア

ニストで作曲家だと¶ ていることからもエルメートの¬ アノのすT らしさはu£S いただけ

ると思う。�

 そんなエルメートが、過Z に忘れられない¬ アニストがいたという。その¬ アニストの名]

はテディー・リー。どうやらアジア· のアーティストのようで、エルメートはおそらく日本人



だった言っていたが、名] からすると日本人ではないような気がする。彼との出会いは１９７

０年代のアメリカ。> 時テディーは２０X]& の �̧¬ アニストで、¹º のアメリカ人の¬ ア

ニストと» て¼を½いていたそうだ。ち• うどそのv 、アイルト・モレイラが共
 する¬ ア

ニストを¾していて、エルメートはテディーを¿ めたそうだが、5 念ながらコラボレー\ ョン

にはÀ らなかったそうである。2 もエルメートはテディーの
� を思い出すことがあるという。

現に、私にテディーの話をしてくれたのも１Gや２Gではなかった。“2 テディーはどうしてい

るのだろう• ”エルメートはそうÁ いていた。もし、テディー・リーのÂÃ を知る方がおられ

たらUVu 一Ä いただきたい。�

�

５５５５    ジャズピアニスト、デユーク・ピアソンとの親交ジャズピアニスト、デユーク・ピアソンとの親交ジャズピアニスト、デユーク・ピアソンとの親交ジャズピアニスト、デユーク・ピアソンとの親交����

 デÅ ーク・¬ アソンとエルメートのつながりは、ブルーノートレー_ ルから１９７０年に出

されたデÅ ークのアルバム“*���&$!+�&�!,�-.��"��/*�-�,&$ ”でエルメートがフル

ート、KL ー、_ ースで参加していることからも一Æ的に知られていることと思う。ち• うど

この作) が出される] のデÅ ークとの出会いをエルメートが話してくれた。�

 渡� して間もないある日、アイルトがエルメートをデÅ ークの家にÇ れていってくれた。ア

イルトはA にアメリカにÈ ておりすでにÉ. はÊ— であったが、エルメートは一Æ的なブラジ

ル人c 様、É. は一4 できなかった。そんなエルメートを一人5 してアイルトはなU かË'#

ってしまったそうだ。言Ì の通dD わない二人は¦ 初テーブルにÍ かいあってただV たすらœ

• でコミ[ ニケー\ ョンをはかっていたそうだ。そんなÎÏ もÐ 界がÈ て、二人で¬ アノをÇ

Ñ したり、楽器を
� することで二人の気%ちが一気にÒち解け、１つになった。このことが、

あの作) “*���&$!+�&�!,�-.��"��/*�-�,&$ ”につながったのであろう。ÓいてけÔ

りにされたエルメートにとっては¦ 初はÕÖ な話だったかもしれないが、二人のC× 、作) の

Ø生をÙ えるとアイルト・モレイラの�Ú も忘れることはできない。�

２００７年３月Û 日�


